
玉
村
八
幡
宮 

歳
時
記

　
夏
祭
り
も
無
事
に
終
わ
り
ま
し
た
が
、
毎
日
記
録
的
な
暑
さ
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
遷
座
四
百
年
の
秋
祭
り
の
準
備
も
着
々
と
進
み
、
八
月
五
日
よ
り
九
月
十
二
日
に
か
け
て
、

玉
村
町
文
化
セ
ン
タ
ー
内
の
玉
村
町
歴
史
資
料
館
に
於
い
て
「
玉
村
八
幡
宮
の
絵
馬
展
」
を

開
催
致
し
て
お
り
ま
す
。
な
か
な
か
実
物
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
絵
馬
で
す
の
で
、
是
非

時
間
を
と
り
見
学
し
て
頂
け
た
ら
と
存
じ
ま
す
。

　
七
月
二
十
四
・
二
十
五
日
に
、
玉
村
八
幡
宮

境
内
や
国
道
三
五
四
号
で
賑
や
か
に
夏
祭
り
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
境
内
で
は
日
中
か
ら

多
く
の
露
店
が
立
ち
並

び
、
国
道
で
は
神
輿
や
、

パ
レ
ー
ド
、
祭
囃
子
を

響
か
せ
た
町
内
の
山
車

が
繰
り
出
し
、
大
き
な

掛
け
声
や
笑
い
声
な
ど

で
、
夏
祭
り
ら
し
い
雰

囲
気
に
な
り
賑
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。

 

平
成 

二
十
二
年

  

　
四
月
一
日
よ
り

      

　
七
月
三
十
一
日

春
季
例
祭

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
・
大
祓
式

夕刻の境内の様子

　
四
月
十
五
日
の
春
季
例
祭
に

当
り
、
お
神
楽
を
奉
納
し
、
講

員
一
同
の
家
内
安
全
・
五
穀
豊

穣
・
無
病
息
災
を
祈
願
す
る
太

々
講
祭
典
が
氏
子
・
総
代
・
世

話
人
等
の
ご
協
力
の
下
、
天
候

に
も
恵
ま
れ
厳
粛
に
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
　
祭
典
で
は
祝
詞

奏
上
の
後
、
日
頃
稽
古
し
て
い

る
雅
楽
の
生
演
奏
で
豊
栄
ノ
舞

を
奉
納
致
し
ま
し
た
。
　

　
境
内
に
於
い
て
は
、
講
員
や
子
供
連
れ
の
方
、
近
く
の
園

児
な
ど
入
れ
替
わ
り
に
絶
え
間
な
く
参
拝
に
来
ら
れ
、
お
神

楽
を
見
学
し
お
餅
や
お
菓
子
を
受
け
た
り
、
植
木
市
な
ど
を

楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
学
生
が
授
業
の
一
環
で
お
神
楽
を
見
学
し
神
楽

師
の
説
明
を
興
味
深
く
聞
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

本殿前の様子

大祓式社殿の様子

十
月
九
日
　
　
・
人
形
感
謝
大
祭

　
　
　
　
　
　
・
燈
籠
宵
ま
つ
り

十
月
十
六
日
　
・
例
　
大
　
祭

十
月
十
七
日
　
・
遷
座
記
念
神
幸
祭

十
一
月
　
　
　
・
七
五
三
詣

　

お神楽の様子

大
祓
式

　
社
殿
で
は
両
日
共
に
二
十
時
よ
り
、
二
十
四

日
は
急
激
な
雷
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
方

に
ご
参
列
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
二
十
五
日
の
式
に
は
、
日
頃
か
ら
上
州
雅
楽

会
で
稽
古
し
て
い
る
楽
人
（
笙
・
篳
篥
・
龍
笛
）

を
先
導
に
茅
ノ
輪
を
廻
り
参
進
致
し
ま
し
た
。

夜
の
参
道
と
神
職
の
装
束
姿
、
雅
楽
の
音
色
が

良
く
合
い
ま
る
で
境
内
が
昔
に
戻
っ
た
よ
う
な

雰
囲
気
に
な
り
ま
し
た
。

大祓式参進の様子

結婚式前の様子

神
前
結
婚
式

　
　
人
生
最
良
の
日
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

　
・
ど
ん
な
に
時
代
が
変
わ
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
こ
と
。

　
・
家
族
が
で
き
る
こ
と
。

　
・
受
け
継
が
れ
て
き
た
「
い
の
ち
」
が
あ
る
こ
と
。

　
　
結
婚
式
の
ご
質
問
は
、
直
接
神
社
に
問
い
合
せ
下
さ
い
。参道の行列の様子


